
 モバイル通信用デバイス（FBAR/SAW）の技術および積層セラミックフィルタ

技術をコアとした商品の開発、注力市場に向けて当社のコア技術を融合した

ソリューション型の次世代商品の開発に注力しています。

 2017年3月期の業績は、モバイル通信用デバイス（FBAR/SAW）、高周波モ

ジュール、部品内蔵配線板「EOMINTM（イオミン）」の売上が前期と比べ増加した

ことにより、売上高は13.7%増の655億80百万円となりました。

 自動車電装および高信頼性市場へ向けてエネルギーデバイスの商品開発に注力

しています。

 2017年3月期の業績は、記録製品から事業撤退したことによって大きく減少

し、前期比50.6%減の61億96百万円となりました。
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モバイル通信用デバイス（FBAR/SAW）、電源モジュール、高周波モジュール、
部品内蔵配線板「EOMIN™（イオミン）」
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